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来
年
は
新
美
南
吉
生
誕
百

年
に
あ
た
り
、
そ
の
作

品
が
一
層
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
半
世
紀
以

上
前
の
作
品
で
す
が
、
登
場
人

物
の
喜
び
や
悲
し
み
、
悩
み
は

現
在
で
も
生
き
生
き
と
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
教
訓
的

な
も
の
や
芸
術
性
を
求
め
る
あ

ま
り
実
際
の
子
ど
も
か
ら
離
れ

た
作
品
が
多
か
っ
た
当
時
の
児

童
文
学
を
抜
け
出
し
、
人
間
の

真
の
姿
を
豊
か
な
感
受
性
と
鋭

い
観
察
力
で
と
ら
え
て
い
た
か

ら
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
普
遍
的
な
人
間

像
を
描
き
な
が
ら
、
そ
の
作
品

1　 記念館には毎年 1 万人を超す小学生が訪れます

2　お嬢さんが南吉と同じ 7 月 30 日生まれという親子

3　芝生広場で「だ～るまさんが転んだ！」

人々の集う生誕百年に
写真：にぎわう 5 月の新美南吉記念館

に
は
、
そ
こ
こ
こ
か
ら
ふ
る
さ

と
半
田
の
に
お
い
が
し
ま
す
。

そ
う
し
た
南
吉
作
品
の
原
点
に

触
れ
よ
う
と
半
田
を
訪
れ
る
人

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
生
誕

百
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る

来
年
に
は
さ
ら
に
多
く
の
人
が

訪
ね
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
え
る

こ
と
は
子
ど
も
に
も
大
人
に
も

貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
人
が
半
田
を
訪

れ
、
少
し
で
も
長
く
留
ま
っ
て

く
だ
さ
る
よ
う
魅
力
あ
る
行
事

を
行
い
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を
広

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
通
信
は
、今
号
か
ら「
は

ん
だ
市
報
」
に
折
り
込
み
と
な

り
ま
し
た
。
是
非
ご
意
見
、
ご

提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
皆

様
の
ご
参
加
こ
そ
が
、
記
念
事

業
を
通
し
た
ふ
れ
あ
い
を
広
げ

る
た
め
の
鍵
だ
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。

新
美
南
吉
生
誕
百
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

新
美
勝
彦

　

3

2

1
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新
美
南
吉
生
誕
百
年
記
念
事
業

　

現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
記
念
事
業
の
う
ち
、
半
田
市
や
新
美
南

吉
生
誕
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
な
ど
が
主
催
す
る
主
な
事
業

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
各
種
市
民
団
体
等
が
自
主
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
記
念
事
業
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
様
と
一
緒
に
生
誕
百
年
事
業
を
成
功
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主要事業スケジュール　平成 25年（2013）
（時期や内容は変更される可能性があります）

◆生誕 100 年開幕祭
1 月 5 日（土）　新美南吉記念館　
都道府県別一番乗り競争スタート、餅まき、記念館展示室一部リニュー
アルのお披露目など

◆没後 70 年「南吉を偲ぶ会」
3 月 22 日（金） 　光蓮寺・北谷墓地ほか
法要、胡弓演奏＆朗読、文学散歩など

◆生誕 100 年記念特別展
7 月 13 日（土）～ 10 月下旬　新美南吉記念館
新美南吉とふるさと知多半島の関わりを紹介
　
◆新美南吉生誕祭
7 月 27 日（土）～８月 4 日（日）　雁宿ホール
開幕イベント、市民音楽祭、記念シンポジウム、クラシックコンサー
ト、各種展示、発表会など

◆誕生日式典
7 月 30 日（火）　新美南吉記念館
式典（献花・作品朗読・記念オブジェ除幕）、各種イベント
　
◆生誕 100 年秋の行事
9 月下旬～ 10 月下旬　新美南吉記念館・岩滑地区・雁宿ホールほか
200 万本の彼岸花、南吉の里巡りイベント、合唱オペラ「ごんぎつね」
など
　このほか、市内小中学校における学習発表、市民主催事業、企業協
賛事業など、年間を通じて行う予定です。

半田市外での行事　平成 24年～ 25 年
巡回展「新美南吉生誕 100 年　ごんぎつねの世界」
・丹波市立植野記念美術館（兵庫県丹波市）
　開催中　～ 6 月 17 日（日）まで
・堺市立東文化会館（大阪府堺市）
　平成 24 年 6 月 30 日（土）～ 8 月 7 日（火）
・北海道立文学館（北海道札幌市）
　平成 24 年 9 月 8 日（土）～ 10 月 21 日（日）
・ジェイアール名古屋タカシマヤ（愛知県名古屋市）
　平成 24 年 12 月 26 日（水）～平成 25 年 1 月 7 日（月）
・静岡市美術館（静岡県静岡市）　　
　平成 25 年 2 月 23 日（土）～ 3 月 31 日（日）

生誕 90 年に行われた合唱オペラ「ごんぎつね」

巡回展の開幕式典（平成 24 年 4 月 14 日）

ごん吉くん
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新
美
南
吉
生
誕
百
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
は
、

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
に

発
足
し
、
そ
の
二
日
後
の
「
新

美
南
吉
百
歳
一
〇
〇
〇
日
前

祭
」
を
皮
切
り
に
、
市
内
外
で

の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、
生
誕
百
年

通
信
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
同
時
に
毎
月
の

作
業
部
会
と
年
数
回
の
全
体
会

議
を
通
し
て
、
記
念
事
業
に
つ

い
て
の
計
画
づ
く
り
と
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

委
員
長
は
、
新
美
南
吉
事
業

推
進
協
議
会
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
の

会
」会
長
の
新
美
勝
彦
が
務
め
、

事
務
局
は
新
美
南
吉
記
念
館
と

新
美
南
吉
顕
彰
会
が
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

半
田
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め

全
国
の
南
吉
フ
ァ
ン
と
共
に
、

生
誕
百
年
記
念
事
業
を
成
功
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

副
委
員
長　

内
田
榮
一

（
半
田
市
観
光
協
会
副
理
事
長
）

副
委
員
長　

加
来
正
晴

（
半
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）

〈
構
成
団
体
〉

・
新
美
南
吉
顕
彰
会

・
ご
ん
ぎ
つ
ね
の
会

・
半
田
市
観
光
協
会

・
半
田
商
工
会
議
所

・
半
田
青
年
会
議
所

・
半
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
半
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
半
田
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
半
田

・
半
田
市
文
化
協
会

・
半
田
市
民
憲
章
実
践
協
議
会

・
半
田
市
商
店
街
連
合
会

・
矢
勝
川
の
環
境
を
守
る
会

・
岩
滑
区

・
半
田
一
区

・
半
田
市
小
中
学
校
校
長
会

〈
顧
問
〉

榊
原
純
夫
（
半
田
市
長
）、
榊

原
卓
三
（
半
田
商
工
会
議
所
会

頭
）、
渡
辺
矩
夫
（
新
美
南
吉

遺
族
代
表
）

〈
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
団
体
〉

新
美
南
吉
の
会
（
東
京
）、
安

城
市
役
所
、
新
美
南
吉
に
親
し

む
会
（
安
城
）

問
い
合
わ
せ

事
務
局
・
新
美
南
吉
記
念
館　

℡
〇
五
六
九
―
二
六
―
四
八
八
八

こ
ち
ら
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
す

生誕百年記念商品
　

図録「生誕百年  新美南吉」
ＤＶＤ「ごんぎつねと南吉」

生誕百年ＰＲ名刺台紙販売中

新
美
南
吉
生
誕
百
年
を
記

念
し
た
出
版
物
等
の
販

売
を
四
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

ぜ
ひ
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
、

南
吉
文
学
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
共
に
、
生
誕
百
年

の
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
図
録
「
生
誕
百
年 

新
美
南

吉
」　

Ａ
四
判
、
一
〇
八
頁
、

オ
ー
ル
カ
ラ
ー　

一
五
〇
〇
円

　

平
成
十
二
年
に
発
行
し
た
図

録
「
新
美
南
吉
」
を
ほ
ぼ
す
べ

て
一
新
し
、
判
型
も
ペ
ー
ジ
数

も
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
。
南
吉

の
生
涯
や
作
品
に
か
け
た
思

い
が
よ
く
わ
か
る
だ
け
で
な

く
、
南
吉
の
意
外
な
素
顔
が
垣

間
見
え
る
コ
ラ
ム
や
、
南
吉
作

品
の
挿
絵
を
描
い
て
き
た
画
家

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
絵
な
ど

で
楽
し
く
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の
紹
介

に
十
四
頁
を
割
き
、
そ
の
誕
生

の
経
緯
や
魅
力
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

●
記
念
映
像
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ご
ん
ぎ

つ
ね
と
南
吉
」　

十
五
分
、
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
、
制
作
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ

プ
ラ
ネ
ッ
ト　

一
〇
〇
〇
円

　
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の
ス
ト
ー

リ
ー
と
南
吉
の
生
涯
を
、
絵
本

作
家
か
す
や
昌
宏
氏
よ
る
透
明

感
あ
ふ
れ
る
光
彩
画
、
原
稿
や

手
紙
な
ど
の
資
料
、
役
者
に
よ

る
再
現
映
像
等
を
通
し
て
紹

介
。
作
品
が
生
ま
れ
た
背
景
や

作
者
の
思
い
に
も
触
れ
ま
す
。

〈
販
売
場
所
〉
図
録
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

共
に
半
田
市
役
所
（
学
校
教
育

課
）、
新
美
南
吉
記
念
館
、
半

田
市
立
博
物
館
で
販
売
。

●
生
誕
百
年
Ｐ
Ｒ
名
刺
台
紙

〈
仕
様
〉
名
刺
縦
判　

一
セ
ッ

ト
百
枚（
四
種
×
各
二
十
五
枚
）

一
セ
ッ
ト
三
〇
〇
円

〈
販
売
場
所
〉
半
田
市
役
所
（
学

校
教
育
課
）、
新
美
南
吉
記
念

館
、
半
田
商
工
会
議
所
、
蔵
の

ま
ち
観
光
案
内
所
、
知
多
半
田

駅
前
観
光
案
内
所

※
い
ず
れ
も
通
信
販
売
の
申
し

込
み
は
新
美
南
吉
記
念
館
へ
。

名刺台紙 ＤＶＤ 図録
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
初

日
の
四
月
二
十
八
日

（
土
）、
南
吉
の
ふ
る
さ
と
半
田

と
女
学
校
教
諭
と
し
て
過
ご
し

た
安
城
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
南
吉

を
テ
ー
マ
に
し
た
カ
フ
ェ
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
半
田
の
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
＆

ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
「
ご
ん
の
贈
り
物
」

（
左
写
真
）。
新
美
南
吉
記
念
館

の
新
し
い
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
と
し

　

安
城
市
で
は
、
平
成
二
十
四

年
の
市
制
六
十
周
年
と
翌
年
の

新
美
南
吉
生
誕
百
年
を
記
念

し
、
南
吉
童
話
を
絵
本
に
し
た

作
品（
絵
を
描
い
て
簡
易
製
本
）

を
公
募
し
ま
す
。
大
賞
作
品
は

出
版
さ
れ
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
と
し
て
安
城
に
生
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
に
贈
ら

れ
る
ほ
か
、
一
般
販
売
も
さ
れ

ま
す
。

◆
募
集
期
間　

平
成
二
十
四
年

九
月
三
十
日
（
日
）
ま
で　

◆
対
象　

小
学
生
以
上

（
商
業
出
版
の
経
験
が
な
い
方
）

◆
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
四
四
六
‐
〇
〇
四
三　

愛
知

県
安
城
市
城
南
町
二
‐
十
‐
三

安
城
市
中
央
図
書
館
「
新
美
南

吉
絵
本
大
賞
」
事
務
局
あ
て

℡
〇
五
六
六
‐
七
六
‐
六
一
一
一

※
対
象
作
品
の
テ
キ
ス
ト
や
詳

し
い
募
集
内
容
は
安
城
市
中
央

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
作
品
が
絵
本
に

新
美
南
吉
絵
本
大
賞

南吉をテーマにしたカフェ
半田と安城で同時オープン

　
ごんの贈り物 ＆ 南吉館

て
、
半
田
市
観
光
協
会
に
よ
り

出
店
さ
れ
ま
し
た
。

　

店
内
に
入
っ
て
ま
ず
目
に
つ

く
の
が
、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の

世
界
を
描
い
た
巨
大
な
絵
。
名

古
屋
市
在
住
の
型
染
作
家
の
作

品
で
す
。
そ
の
他
に
も
南
吉
童

話
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
カ
ッ
プ
は

常
滑
焼
の
陶
芸
家
、
食
器
を
載

せ
る
ト
レ
ー
は
武
豊
町
出
身
の

木
工
作
家
と
、
室
内
装
飾
か
ら

小
物
ま
で
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
こ
だ
わ
り
、
店
全
体
か
ら
南

吉
童
話
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
ド
リ
ン
ク
や
ス
イ
ー

ツ
も
市
内
の
専
門
店
と
提
携
。

土
産
物
は
南
吉
グ
ッ
ズ
か
ら
半

田
の
名
産
品
ま
で
約
一
四
〇
品

目
を
そ
ろ
え
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
で
は
南
吉
童
話
を
テ
ー

マ
に
し
た
全
国
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
よ
る
作
品
を
随
時
展
示
し

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
観
光
情
報
の
発
信

や
芝
生
広
場
で
の
ん
び
り
読
書

を
し
て
も
ら
う
た
め
の
絵
本
と

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
の
貸
出
な

ど
、
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
で
生
誕

百
年
を
迎
え
る
新
美
南
吉
記
念

館
の
「
お
も
て
な
し
力
」
ア
ッ

プ
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

定
休
日
・
新
美
南
吉
記
念
館

に
準
ず
る
〈
月
曜
日
、
第
二
火

曜
日
（
祝
日
・
振
替
休
日
の
場

合
は
翌
日
）、
年
末
年
始
〉　

営

業
時
間
・
十
時
～
十
七
時

　
　
　
　
　

＊

　

一
方
の
安
城
で
は
、
南
吉
が

女
学
校
へ
の
通
勤
の
た
め
に
歩

い
た
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
前
の
商
店
街

に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ
「
南

吉
館
」（
右
下
写
真
）
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
喫

茶
店
だ
っ
た
空
き
店
舗
を
利
用

し
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
「
安
城

ス
タ
イ
ル
」
が
安
城
市
の
補
助

を
受
け
て
運
営
。
約
一
五
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
の
店
内
は
昭
和
レ

ト
ロ
風
に
改
装
さ
れ
て
い
ま

す
。
メ
ニ
ュ
ー
に
は
ド
リ
ン

ク
、
軽
食
の
他
、
南
吉
に
ち
な

ん
だ
定
食
も
。
昨
年
、
安
城
市

で
給
食
に
出
さ
れ
、
そ
の
後
商

品
化
さ
れ
た
キ
ツ
ネ
型
の
ク
ッ

キ
ー
「
南
吉
か
ら
の
お
く
り
も

の
」
や
、
キ
ツ
ネ
の
お
面
、
ス

テ
ッ
カ
ー
な
ど
の
グ
ッ
ズ
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
新

美
南
吉
に
親
し
む
会
」
の
協
力

で
南
吉
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
が

展
示
さ
れ
、
絵
本
な
ど
の
著
書

約
百
冊
を
自
由
に
読
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。
毎
週
土
曜
日
の

十
四
時
か
ら
は
南
吉
作
品
の
朗

読
会
も
開
催
さ
れ
、
今
後
、
安

城
で
南
吉
フ
ァ
ン
が
集
い
、
情

報
発
信
を
す
る
拠
点
と
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。

　

定
休
日
・
火
曜
日
及
び
第
二

月
曜
日
。
営
業
時
間
・
八
時
～

十
八
時
。


